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屋内退避準備

自宅にて屋内退避 ※余震により
　家屋倒壊等

※お住まいの地域の空間放射線量率が基準を超えた後に避難
する場合は,避難退域時検査場所での検査が必要となります。

国及び県,市町の指示に基づく
自家用車やバスによる避難

近隣の指定避難所等にて
屋内退避

家屋が倒壊等した場合には,
市町が開設する近隣の
指定避難所等へ
避難

UPZ内外　避難先
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九州電力では,安全性・信頼性向上に向けた取組として,川内原子力発電所周辺の
地震活動状況をより詳細に把握するため,2017年度に地震観測体制を強化し,2018年度
から地震観測を開始しています。

現状において川内原子力発電所周辺では,大きな地震が発生しておらず,
川内原子力発電所の安全性に影響を及ぼすような地震活動は認められない。
今後も継続的に観測を行い,川内原子力発電所周辺の地震活動を注視していく。

2019年度（１年間）の地震活動
①発電所周辺（半径５０km圏内）では,大きな
　地震は発生していない。
②発電所近傍（半径１０km圏内）では,地震が
　少なく地震活動は比較的低い。

過去の地震活動
③発電所周辺の地震活動は,大きな変化はない。 川内原子力発電所を中心に全33箇所で地震の観測を行った。

観測点のイメージ図・写真

川内原子力発電所周辺の住民の安全と
環境の保全を図るため,「原子力安全対策
連絡協議会」を年4回開催しています。
知事の進行のもと,環境放射線調査結果等
について協議などが行われました。

令和2年8月12日（水）
午後1時30分～2時15分
ホテルウェルビューかごしま

●UPZでは,まず自宅等で屋内退避することが基本です。地震により家屋が倒壊等した場合
には,安全確保のために市町が開設する近隣の指定避難所等で屋内退避を実施します。
●自宅での屋内退避中に,余震により家屋が倒壊等した場合には,近隣の指定避難所等
へ避難し,そこで屋内退避を実施します。
●屋内退避の指示が出ている中で余震が発生し,屋内退避の継続が困難な場合には,地震に
対する避難行動を最優先とすることが重要となりますので,国及び県,市町の指示に
基づき,地震による影響がない避難先へ速やかに避難を行います。

地 震 発 生

ケース1 ケース2

余震発生に伴い,屋内退避の継続が困難な場合

UPZ圏内において地震により屋内退避が困難な場合の対応

川内原子力発電所周辺の地震観測結果が公表されました

地震観測結果について

原子力安全対策連絡協議会を開催しました令和2年度
第 2 回
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九州電力の地震観測結果
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機器収納箱

地震計
（地中）

深さ
約30～50m
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原子力だより かごしま 139NO. 原子力だより かごしま 139NO.




